

















。しかし法嗣十一人のうち一径永就 ・ 天真自性 ・ 天鷹祖祐 ・
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祖誾（花押）




























































































































































































































































































































正月十一日惣持韶碩（花押） 」 （ 『新修門前町史』資料編２総持寺一九頁）とあるものと思
われるが、いくつかの問題点がある。第一、同文書は正法寺に現蔵されている。佐々木徹「奥の正法寺の綸旨群」 （東北学院大学中世史研究会 『六軒丁中世史研究』 第十三号） に掲載された写真と、 總持寺所蔵の貞治三年 （一三六四） 「惣持寺山門住持軄事」などの峨山筆跡と比較しても俄かに真偽は断定できない。第二、本文書は正法寺の格式を証明する重要な文書であるから、特別な事情がない限り手放すことはあり得ないことなどから 今後精査する必要がある。
（６） 『新修門前町史』資料編２総持寺六三頁参照。（７）いずれも『總持寺住山記』にその名を見出すことはできないから瑞世はしていない。（８） 『曹洞宗大本山總持寺御直末・元輪番地 院名鑑』如意庵の項に、石川県千光寺開山海雲瑞東（弘治二年〈一五五六〉創立）と
ある瑞東かもしれない。
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   寶永元年甲申八月九日
同派徳願寺
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   寶永五戊子年八月十四日
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派があるが、これを除き、すべて通幻派とその派下である。門派名を挙げると通幻（寂霊） 、不見（明見） 、天真（自性） 、 天鷹（祖祐） 、 量外（聖寿） 、 芳庵（祖厳） 、 了庵（慧明） 、 石屋（真梁） 、 普済（善救） 、 一径（永就） 、 天徳（曇貞）の各派である。これらの門派は法嗣帳次第を掲げ、その次第に基づき三年三ヶ月妙高庵住持を勤めるべく定めた、応永十五年（一四〇八）九月十六日の「通幻寂霊門下僧連署妙高庵置文写
（２）
」に従って、多少不完全ではあるが住持して




の寺院である相模最乗寺、駿河 願寺、伊勢 天王寺、薩摩福昌寺、越前禅林寺などで 合計九十ヶ であ 。これを地域別にみる 、 北陸地方の二十八ヶ寺（越前六ヶ寺、 若狭四ヶ 加賀六ヶ 、 能登五ヶ寺、 越中四ヶ寺、 越後三ヶ寺）が最も多く、次は東海地方の二十四ヶ寺（駿河 ヶ寺、遠江一ヶ寺、尾張十二ヶ寺 濃八ヶ寺 美濃二ヶ寺）関東地方十二ヶ寺（武蔵二ヶ寺、 相模一ヶ寺、 上野四ヶ寺、 下野三ヶ寺 常陸二ヶ 近畿地方十二ヶ寺（伊勢一ヶ寺伊賀一ヶ寺、 紀伊一ヶ寺、 近江 ヶ寺、 山城一 丹後一ヶ寺、 摂津二ヶ寺、 丹波一 但馬一 、 播磨二ヶ寺） 、中国六ヶ寺、九州五ヶ などとなっている。また輪住した九十ヶ寺のうち 輪住一回 みの寺院は半数の四十五ヶ寺であるが、そのうち上野双林寺 尾州正眼寺・万松寺、越前慈眼寺・金剛院など 代住が二十六ヶ寺 のぼっている。
總持寺五院の成立と展開（二）
― 105 ―
これらの代住寺院は末寺・孫末寺院であるから、その本末関係がわかる。なお享和二年（一八〇二）信州海応院の代住として永光寺末越中海岸 海容が勤めており、 また文政十一年 （一八二八） 越中常泉寺大璆道琳 （海印津梁代勤） が、備中永祥寺の代住として、如意庵に輪住していることは特殊なものとして注目しなければならない。　
また最も多く輪住（代住も含む）したのは尾張正眼寺で十回にのぼるが、天明五年（一七八五）以外の九回は、尾
張 ・ 丹波 ・ 美濃など 支配下末寺寺院に代住させ い 。しかも寛 八年 （一七九六） 以降は十年置きに輪住している。　
次に九回輪住しているのは周防洞泉寺であるが、 代住は一回もなく、 かつ元禄十年 （一六九 ） 、 万機が輪住して以降、
享保二年（一七一七） 、元文二年（一七三七） 、寶暦七年（一七五七） 、安永五 七七六 、寛政六年（一七九四） 、文政元年（一八 八） 、天保九年（一八三八） 、安政五年（一八五八）と、約二 間隔で輪住 ている。　
また八回輪住しているのは上野双林寺、長門海潮寺・大寧寺および肥後永国寺の四ヶ寺である。上野双林寺は明和
六年（一七六九）に上州嶽林寺 文化七 〇 に武州昌福 を代住させている以外は、自ら輪住を果たしているが、寶永六年（一七〇九）以降は二十年置きに輪住している。なお明和六年の嶽林寺の条に「双林寺後見」とあるが、文政十三年（一八三〇）～天保二年（一八三一）に輪住した耕雲霊苗 總持寺四〇三〇三世） 項に、次のような記録がある。
庫堂本尊毘沙門天壱躰自寄附

























                        鐘樓堂額壱面自寄附
　
　
また長門海潮寺の場合は、 先にも触れたように、 元禄十六年（一七〇三） ・ 享保八年（一七二三）に二十世大癡本了
― 106 ―


















（一七四〇） 以降は約二十年置きに輪住している。 なお天保十二年 （一八四一） 岱洲亀俊 （總持寺四二三八六世） の条に 「當庵開基四百五十回御忌相勤」とある。なお肥後永国 は長門海潮寺とともに、支配下末寺寺院に代住させず、八回すべて輪住している。　
また輪住七回は越前慈眼寺（代住六ヶ寺） ・若狭常在院、六回は越前興禅寺（代住四ヶ寺） 、五回は信濃長国寺、四






















（１）栗山泰音『総持寺史』 、五三七頁参照。（２） 『新修門前町史』資料編２総持寺四四頁参照。（３）栗山泰音『総持寺史』 、五四二頁参照。
